
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会新報フォトニュース 

NO.２０  ２０１９年２月８日(金) 

発行:社民党神奈川県連合機関紙・誌対策委員会 

２月８日（金）、横浜駅西口駅頭において７

月参議院選挙に立候補を予定している「仲村

みお」の街頭宣伝を県アイ女性会議と社民党

県連合合同で行いました。 

▶仲村みお選対本部長の福島みずほ参議院議

員は国会状況にふれ「森友・加計学園問題の

真実が明らかになっていないのに今度は厚生

労働省の毎月勤労統計問題が出てきた。東京 

の１５００社全部の調査にもかかわらず大企

業５００社のみの調査でアベノミクスが成功

したかのようにデータを作り変えたことが明

らかになった。基本的データの統計をアベノ

ミクスが成功したかのように作り変え、実質

賃金は下がっているのに上がったようにみせ

かけるマジック。これはウソノミクスで決し

て許せない。こんな国会を清浄化するために

も仲村みおを国会に送ってほしい。 

４月統一自治体選と７月参議院選挙を連動

して闘う」と支援を呼びかけました。 

 

http://free-line-design.com/?p=258


 

 

 

 

 

▶仲村みお 参院選(比例) 街宣で訴えた要旨 

仲村みお予定候補は沖縄の現状にふれ、「再び安全

であるはずの普天間基地のそばの小学校に米軍のヘ

リから窓が校庭にふってきた。またジュゴンが生息

している辺野古の海に土砂を投入している。そこは

軟弱地盤でそこに６万本の杭を打ち１３年６か月の

工事、２兆円５５００億円という膨大な予算で沖縄

県民が望んでいない新基地を米軍の戦略のために強

行している。県民は連日、騒音・事故・事件に悩ま

され、沖縄の負担軽減ではなくますます被害は拡大

している。辺野古に新基地はイラナイと言い続け沖

縄県知事選でも玉城デニー知事が誕生した。県民の

意志はハッキリしている。私は普天間基地のそばで

育ったが騒音・危険を肌で感じている。 

沖縄は第一の基地県、神奈川は厚木基地・横須賀

基地などがあり第２の基地県。同じ基地をかかえる

立場から連帯していきたい。政治は苦しんでいる

人々、貧困にあえいでいる家庭、子どもたち、高齢

者、障がいのある人たちにこそ目を向けるベき。市

民の声で政治を変えよう」と訴えました。 

街頭宣伝には福島みずほ参院議員、金子豊貴男相

模原市議、安藤孝雄小田原市議、相原りんこ藤沢市

議選予定候補も参加しリレートークで訴えました。 

 

沖縄県民の意志は 
辺野古新基地は NO！ 


